
          　Boys  and  girls ,  be

　Ambitious

　Let's try ! 　And you can !!

　皆さんと過ごしたこの２年間、あっという間でした。私は２年ぶりの学校という職場にドキドキしつつも、皆さんとの出会いを

とても楽しみにしていました。この２年間、授業や行事、休み時間など、一緒に過ごすことができて本当に楽しかったです。

　英語の授業の中では、スピーチやスピーキングテストなど、英語で話す活動を入れてきました。"too shy"な皆さんにと

っては、正直、そのような授業は、気が重かったかもしれません。でも、何度か繰り返しやっていくうちに、着実に話す力も

付いてきましたね。最後のサラ先生とのスピーキングテストでは、サラ先生から"You can speak English well !"と言って

もらえました。そうなんです。皆さんは、やればできる人たちなんです！それを表に出すのがちょっと苦手なだけなんだと

思います。でも、やっぱり話さないと思いは伝わらない。

　「自分の言葉で、自分の思いや考えを伝えられる人になってほしい。」この２年間、そんな風に思いながら、英語の授業

をしてきました。「自分の思いや考えを伝える」というのは、少し勇気がいったり、ドキドキすることかもしれません。でも、

これから先、そういうことが求められますし、とても大切なことです。"too shy"なままでは、損をしてしまいます。

 せっかく、できる能力があってもそれを発揮する表現力（もしくは、表現する勇気）がなくてはもったいないと思います。

皆さんは、たくさんの可能性を秘めた一人ひとりだと思います。ぜひ、今後その可能性を最大限に広げて、大きく花を咲か

せてほしいと思います。

　そして、そうするためには失敗することを恐れずに、

何事も挑戦することです。初めてやることや、苦手な

ことには、失敗がつきものです。失敗しそうなときは、

できれば避けて通りたいものです。でも、やってみないと

結果は分かりません。やらないと何も変わりません。

 失敗することは恥ずかしいことでもありません。そこから、

学べることがたくさんあります。 失敗や挫折を乗り越える

ことにより、人間は大きく成長できるのです。勇気を持って、

自分が苦手だなとか、嫌だなと思うことにも、思い切って

挑戦してみてください。

 そうすることにより、みんなは、今よりもっともっと輝けると

私は信じています。これからの長い長い人生、みんなが

自分らしく輝けることを祈っています。

 今まで、本当にありがとう。
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My dear students 
Congratulations  on your 

graduation! 
 

The time to say goodbye is here 
I'll miss you! 

 
Thank you  

From the bottom of the heart  
You made me happy 

 
I'll keep my fingers  

crossed  
For  

Your happy life 
 

Good luck 




